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2018 年 4 月 1 日から 2019 年 3 月 31 日までに心臓血管外科手術後にリハビリテーション








完遂日数，入院日数を術式別の 4 群間と体重増加率別群の 2 群で比較した。次に術後体重
増加群と非術後体重増加群の群間の比較とリハビリテーション進行状況との関連性を検討
した。次に患者情報,手術関連情報，体重増加の推移の情報，リハビリテーション進行状況
の群間の比較と関連性を検討した。最後にリハパス完遂日数をアウトカム，患者基本情報，
手術関連情報，体重増加の推移の情報の中から相関分析により有意差がみられた因子を要
因とする重回帰モデルを作成し，リハビリテーション進行状況と患者情報，手術関連情報，
体重増加の推移に関連する情報との関連性を検討した。共変量には年齢，手術時間，輸液量，
輸血量，人工心肺時間，術中 IN-OUTバランス，術後体重増加率を投入した。 
術式による術後体重増加率、術前体重に戻るまでの日数、歩行獲得日数，リハパス完
遂日数，入院日数に差を認めなかった。心臓血管外科術後のリハビリテーション進行に
おいて，その影響力は大きいとはいえないものの，術後体重増加率と輸血量が関連して
いることが示唆された。特に体重増加群では，術後体重増加率がリハビリテーション進
行に関連していることが示唆された。 
